
取手市の不当な情報漏洩の謝罪を求める請願

紹介議員 細谷 典男

・請願趣旨

私は自身が受けている虐待被害について 2009 年２月から取手市に相談していました。

服ごと包丁で切られたなど虐待の中でも「二度と接近禁止だよ」と市の家庭児童相談室

の職員が言うような虐待内容でありました。

その後、警察の勧めもあり 2012 年から白山で一人暮らしをしておりました。その際、

市の家庭児童相談室とは

・出産したことは明かさない

・私の一切の情報は親へ言わない

・居場所を教えない

という約束でありました。

しかし、取手市職員は私に一切の相談なく 2017 年１月 25 日に両親へ接触、「ひどい虐

待を受けていたと柳沢さんが言っていた」と両親に言ったとのことでした。

私の生命身体にかかわることを理由に、両親への情報漏洩は合法と市は言いますが、

その際、漏洩の根拠としたのは、市の職員との不当な行政処分をめぐっての口論や、親

に包丁を投げられたという虐待の説明など、私の身体生命には全く関係のない内容であ

りました。

親に知らされたことで、せっかく避難していたにもかかわらず、私の居場所が分かり、

押し掛けられました。子どもへの面会なども強いられます。「よくも虐待相談なんてした

な」と度々言われ、不安で今も眠れません。

以上のことから、次のことを求めます。

・請願事項

１．取手市は不当な情報漏洩を認め、謝罪すること。

以上、地方自治法第 124 条の規定により請願いたします。

令和元年１１月２１日

請願者代表

住所 取手市野々井136-5-204

氏名 栁沢 夏希

取手市議会議長 殿

請願 第４７号

受付 令和元年１１月２１日

付託 令和元年１１月２９日


